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I
I

え
ょ
ぅ
と
す
石
考
え
方
が
あ
.

る
。：.

こ
れ
は
產_

造
の
變
化
と
言
つ
.た
客
觀
的 

.

耍
因
の
變
化
も
生
活
水
準
に
^

^

を
與
え
.

る
と
言
y

思
想
に
.

ょ
る
も
の■
で
あ
る
.
. 

が
、
生
活
水
準
の
指
標
七
し
て
も
顏
件
に
受
け
容
办
る
こ
と
は

.

で
き
な
い
？ 

第

一
:

に
が
か
.る
意
味
を
持
た
せ
る
に
は
生
產
指
數
と
雇
用
指
敷
が
全
產
業
に
亙 

，
つ
て
い
て
こ
そ
初
め
て
苛
能
と
な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
®
^
や
サ
ー
ビ
ス
業 

ま
で
含
め
た
數
宇
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。：第
一
：

1

は
生
'
.活
沐
準
指
標
と
：し
で
用
い
：
 

る
に
、は
完
全
雇
用
が
達
成
さ
れ
て
い
て
、
有
業
者
一
人
當
り
の
罾

M

f f

員

7̂

準 

と
し
て
の
意
味
を
持
つ.

な

らI
.

縢
認
め
ら
れ
る
が
、
不
完
全
雇
用
下
で
は
單
に 

:

n

o

.

.
1

人
當
り
平
均
生
產
力
を
意
味
す
る
.に
過
ぎ
ず
再
び
生
塵
の
間
題
に 

戾
つ
'

て
し
ま
ぅ
。
し
か
も
假
に
こ
の
一
一
つ
の
前
提
が
充
さ
れ
て
も
平
均
的
に
計

. 

算
す
る
限
り
、
分
子
た
る
生
產
指
數
は
附
加
價
値
更
に
正
確
に
言
え
ば
純
所
得

. 

を
指
數
化
し
た
も
の
と
な
ヴ
、
就
業
人
員
の
中
に
は
雇
用
主
も
職
員
も
含
め
る 

必
耍
が
あ
る
。
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S

ぐ

.,
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し

ら
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ノ
第
五
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卷第
ー號
目次

論

說

經
濟
心
理
學
に
お
け
る
同
型
理
論

n 

:
:
:
中

鉢

正

.

美 

地
方
産
業
の
現
狀

.と
問
題

…
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…
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靑

沼

苦

松

遠

州

綿

：織

物
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を

事

例
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し
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_
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最
近
に
ぉ
け
る
物
價
史
硏
究
め
動
向
.

…
…
…
…
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渡

邊

國

廣
 

:

::
書
評
及
び
紹
介
：

わ
-
ふ
ジ
/フ
^
ィ
著
^
ァ
ン
リ
ヵ
の
輸
入

』

':

…
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，
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石
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義.
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究
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の
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：
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：
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孝

岡
稔
著

^
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トエ
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分

析

』

，
：
：
：

…

加
.

藤

寬

 

T

V

W

•
ハ
'チ
：ス
ン

-.
經
濟
學
者
と
.し
て
の

ぺ
ン

サ
ム
I—

.： .*

:

m
部
成

郎

.經
濟
學
關
係
文
献
目
録

古

典

學

派

0
崩

壤

と

：
：「

賃

勞

働

」

：

分

析

: 0
轉

換

，

.
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'»•
•

.•.

.
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ミ

ル

井

村

代

子

，ニ

節

；

ミ

ル

の

時

代

.

:

.

ニ

節

'、、
ル

の

資

本

主

義

體

制

の

把

握

.

.

：

'

三

節

：
：

.ミ

ル

の

：

—|
賃

勞

働

」

問

題

の

.分

析

' 

:

,

四

節

 

'
.
む

す

び

.，

.

-
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■ 

■

'

.

.
 

:
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■:
一
、-
ミ
：ル
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代
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ベ

'
.

巧

^

• 

•
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I
.
-
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註
l
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: 

•

「

ベ
ン
.タ
ム
主
義
の
時
代」

と
：ょ
ば
れ
る
ー
ー
八
ー
一
五
年
以
降
の
半
世
紀
は
、
..： 

新
興
資
本
家
階
級
が
舊
支
配
階
級
地
主
に
對
じ
、
.新
し
ぃ
大
エ
霸
度
を
承
認 

せ
し
め
つ

つ
、

：

自
由
の
原
則
の
名
に
お
：い
て
自
ら
の
利
益
を
徹
底
的
に
，お
し
す 

.す
め
て
い
：つ
た
時
代
で
あ
る。
：
.
\ 

.

:
•:
:

.

三
.一
ー
年
の
選
擧
法
改
芷'に
.ょ
つ
て
政
治
的
權
カ
を
擴
大
し
た
新
興7ル
ジ
，ョ' 

ア
ジ
ー
は
、
三
四
部
に
は§

能
力
あ
る
者
へ
の.院

外

救

助

を

廢

正

す
;?
)
新

救 

貧
法
を
制
定
し
、®

力
亥
配
め
自
自
.
救
濟
^
擔
か
ら
の
自
由
を
完
全
な
も. 

の
と
し
.た
。
さ
ら
に
四
六
年•
擊
法
駿
止
に
ぉ
ぃ
て
彼
等
め
勝
利
は
決
定
的
. 

と
な
り
、：

つ
づ
く
四
九
年
の
航
海
條
令
の
廢
止
、
.
.：,

.六
〇
年
0
轍
久
關
税

古

典

學

派

の

崩

壊

と

「

賃

勞

働

」

分

析

の

轉

換

.

パ

の
全
面
的
改
芷
を
猶
じ
、
ス
ミ
'ス
以
來
待
望
の
自
由
貿
易
の
原
則
が
着
々

と
實 

辑
さ
巧
ご
こ
に
、

^
ギ
.リ
ス
產
業
資
本
の
聰
外
征
蹄
の
途
が
ひ
ら
か
れ
て
い

:
つ.
た

尸
:

.

.

.

'

;

へ
し
か
し
な
が
ら
、
新
興
ブ
ル
ジ
士
ァ
ジIが
產
業
第
命
を
い
わ
ば
双
ね
的
に 

完
成
し
て
い
く
こ
の
過
程
.
は
、.:
他
面
か
ら
み
れ
ば
、
勞
資
の
階
級
對
立
が
激
化
，
 

す
る
過
程
で
も
あ
つ
た
”
汰
エ
業
制
度
の
進
展
と
そ
れ
に
と
も
.な

5
周
期
的
恐 

慌
：に
ょ
る
勞
働
者
階
級
め
.
窮
g
化
、
窮
乏
打
開
の
た
め
に
議
會
改
革
運
動
へ
參

加
，し
た^
^
者
に
衡
す
る11

一
.
一：一
年-;
0'資
本
家
の「

裏

切
,0」

と
新
救
貧
法
、-
-
-
-
-
-

--------------------------------

こ
れ
ら
は
勞
働
者
め
階
級
的
自
覺
を
た
か
：め
、
ニ
0
年
末
以
降
全
國
的
組
織
化 

を
す
す.
め-
つ.
つ
あ.
つ
* :.
|8̂

組
合
を
し
て
、'阪
治
的
^
ャ
ー.
チ

.
ス

ト

運

動

へ

と

.....(

註3〕

. 

d

結

集1>
た

。
，
ー
，ニ

〇

年

後

半

'の.
不
況
を
背
景
と
し
た
蜂
起
、

「

四
0
衷

の

飢

餓」 

..
の
も
と
で
續
激
し
だ̂

業
地
帶
の
大
ス
ト
ラ
ィ
キ
と
結
ぴ
つ
い
た
大
晶
揚
は
、 

プ
ロ
1/
ク
リ
ャ.
の.
階
級
的
:*
政
治
；|
成
熟
を
示
す
も
の
と'1,
て
、
勞
働
蓮
動
史 

.
上.
の
一..時
期
を.
劃
す
る
。
：..
'

:■
1
か
し
、;.
チ..
ャ
ー
チ.
ズ.
ム
指
導
者
の
思
想
的.'
組
^
^
不
統
一
性
は
、
反
穀

九

(

1

0
一)

I
I
IIf
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:

三
田
學
會
雜
：誌',
:'
第
五
十
卷
.

¥

:物
法
_
爭
：に
勞
働
者
を
ひ
ぎ
い
れ0:
ぅ

文

オ'?
>
,
資

本

家

の

策

謀

に

對

み

:-
/
-政
策
\
: 

の
混
亂
と
指
導
層
の
分
裂
をも
た
ら
す
に
い
た
る
。
も
つ
と

も
.
こ
の

な

か

で

運 

豳

は

か

え

っ

で

龀

證

義

的

籍

を

强

め

フ

奮

的

プ

ラ

ク

シ
^
ン
は
大
陸
の
: 

■馨
主
義
運
動
上
の
結
合
淹4

.
め
：て
い
.べ
が
、
：：指
導
原
理
：の
不
充
分
さ
釔
く
-
一
 

:
わ
ぅ
る
に
、.-
-支
@3
1

:
の
.荷
酷
な
血
の
彈
隨
は;'
'
'四
八
年
-の
敗
北
を
轉
期
に、
：
>
" 

.チ
ャ
-
チ
ズ
'ム
の
崩
壤
を
餘
儀
な
く
す
る
。
:

:
 

V

.

し
か
も
こ
の
間
、
世
界
の
工
場
と
し
て
の
黄
金
時
代
の
繁
樂
の
き
ざ
し
が
.現 

わ
れ
は
じ
め
、
勞
働
者
に
も

「

小
ぎ
れ
い
で
景
氣
の
ょ
い
五
〇
年

」

を
わ
け
あ 

た
え
る
餘
裕
を
み
い
だ
し
た
資
本
家
階
級
は
、
こ
の
恩
惠
を
足
が
か
り
趴

»'
勞 

働
組
合
を
し
.て
經
濟
主
義
：

g
*

相
互
扶
助
的
方
向
へ
と
轉
換
せ
し
め
てい
く
。

> 

リ
カ
I
ド1

階
で
は
な
お
過
渡
的
樣
相
を
お
び
て
い.た
體
制
的
矛
盾
，
地
主 

'對
資
本
の
對
立
の
か

i

に
あ
っ
.た
資
本
と
勞
働
の
對
立
は
、
三0
年
以
降
の
新 

同
面
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
ア
キ
ユ

ー

ト

な

形
態
を
と
っ
て
表
面
化
す
る
が
、.

五
〇
年
代
に
訪
九る
ヴ
.ィ
タ
ト
リ
ヤ
黄
金
時
代
め
繁
榮
は
この動
亂
に
改
良
主 

義
的
結
末
を
つ
け
る
基
礎
を
あ
た
え
てい
く
。(

大
陸
で
は
四
八
年
革
命
に
お
い 

て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
資
本
關
係
の
未
成
熟
の
な
か
に
も
：す

威

嚇

的
 

'
勢
力
と
し
て
登
場
す
る
が
、.敗
北
後
、
，革
命
の
脅
威
は
一
'時遠
ざ
か
る
。)
^

_
■ 

か
か
る
事
情
こ
そ
は
、
ミ
ル
が
一
方
で
は
解
決
す
べ
き
諸
矛
盾
を
鋭
く
ょ
み
と 

り
な
が
ら
も
、%
,れ
を
改
莨
主
義
的
方
向
で
緩
和
し
•て
い
き
ぅ
る
と
考
え
て
い 

つ
た
歴
史
的
背
景
で
あ
る
。
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6
3
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4
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,

.三

〇
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(

一
〇 
ニ
'

〕

(

註C
o
.

エ
ン
ゲ
ル
スT

ィ
ギ
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ス
に
お
け
る
勞
働

'者
階
級
の
，狀
態」

〔

マ
ル
*

，
エ
ン
選
集
，
大
月
販(

補
2) 〕

G, D
,
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Cole

'
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C
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m
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o
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g
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d
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註
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p 

o
. 
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X
X
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V
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u
n
g
r
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o
i
s
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註
5) 
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註
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北
野
ズ
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豸
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自
由
貴
易
運
勧
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十
章
參
照
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7
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G
,
D
/
H
*
c
o
l
Q
,
i
b
i
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p
/
^
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治
共
譯
⑵
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頁
。

^

.
:

(

註
8> 

Ibid., part. I, Chap. IX, 

Part. II, Chap. 

I
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エ
ン

■.
-*ヶ
ル

ス

「
『

ィ

ギ

リ

スに
.お
け
る
勞
働
者
階
紙
の
狀
態』

一
八
九
ー
ー
年
1
ィ

ッ 

■
語
.第
二
版
へ
の
序
論」

。
::
:

.

.

.

(

註

9

)

.拙

稿

3

 

•リ

ヵ

—

ド

の

『

賃

勞

働

』

間

題

の

分

析

視

角

」

$

誌

49 

:

卷

4
號

)

㈠

節

參

照

。
：

.

. 

- 

(

註

10)

.

マ

ル

ク

ス

「

フ

ラ

ン

ス

に

お

け

る

階

紙

圖

爭

」

選

(5
)

. 

一
二
、

ミ
ル
の
資
本
主
義
體
制
の
把
握

J 

• 

S 

.

ミ
ル
■は
父
J 

,
•
ミ
ル
の
早
期
敎
育
に
よ
り
リ
カ
ー
ド•
ぺ
V
タ
ム 

.

理
論
の
傳
統
の
な
か
で
成
長
し
た
が
、
經
濟
的
諸
矛
盾
と
そ
れ
に
劉
決
す
る
社 

會
主
義
的
實
踐
に
直
面
し
て
、ニ
六—

一一.
三年
、
精
神
史
上
の「 1

^
^
」

に

み
ま
わ
れ
、
そ
の
後
ド
ィ
ッ
の
理
想
主

_
的

な

い

し

歷

史

主

義

的

觀

念

論

を

.ま

-

平

等

を

ょ.み
と
つ
た
.の
に
對
し
、
ミ
ル
は
高
級
職
業
ば
そ
の
子
弟
に
ょ
つ
て
攛 

な
び
つ
つ
、
人
間
の
進
步
を
無
視
し
た
ベ
ン
サ
ム
流
の
功
利
主
義
を
再
檢
討
す

.

占
鴻

5
、

職

業

：の

選

擇

や

移

動

に

ぉ

い

て

勞

働

港

ば

「

恰

も

準

奴

隸

：

g

な…
…

 

る
.と
と
も
に
、
他
方
で
は
サ
ン
：
.
.シ
モ
ン
派
社
會
货
養
に
接
し
な
が
ら
、
古

典

g

m」

に
あ
る
點
を
指
摘
し
、r

勞
働
の
割
當
て
ぃ(

報
酬
の
割
當
て
は
申
す
に 

學
派
の
自
由
放
任
主
義
に
批
判
の
眼
を
む
け
て
い 

'
つ
た
。 

/

及
ば
ず

>
.め
不
！̂

-の
甚
だ
3
纪」

を
痛
烈
に
批
判
す
る

0
,

.
四
八
年『
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あ
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す
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な
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よ
う0

'し
か
し
同
時
に
、
そU

に
お
■け
る
兩
者
の
相
違
が
見.逃
さ
れ
て
.は
な
ら
な
^

ス
ミ
ス
‘
.リ
ヵ
ー
■ド
は
資
本
、3£
義
を
自
然
的V:

絕

對

的

と

み

：た
.點

で

基

本

的

に

古

典

學

派

の

崩

壤

と

「

賃

勞

働

.一、
.

分

折

め

轉

換

.

' 

.

誤
つ
.て
は
い
た
が
、:.
.
'他
面
で
は
こ
の
た
め
反
つ
：て
彼
等
は
辯
明
す
べ
ぎ
矛
盾
ゃ 

っ
危
惧
を
感
ず
る
こ>
だ
く
|

諸
關
係
を
#
直〔
洞
察
し
、

：

勞
働
價
値
論
に
よ 

,へ
っ
て
：そ

の

對

立

關

係

を

.不
充
分
な
、が
ら
も
、
豪
貪
上
解
明
す
る
と
い
ぅ
功
績
を 

は
^

：|
b
た
。
：m

れ
r
反

し

、
、
、
：
ル

は

古

典

學

派

の

.自

然

的

秩

序

觀

の

限

界

を

階

級 

盾

や

現

實

の：

な
か
，
に
は
：つ

き

り

意

識

し

な

が

ら

も

、
.そ
れ 

ら
を
一"偶
然
1
的
入
間
的
か
が
.の
：’に
解
谓
し
、
他
方
資
本
家
の

「

豸
力」
.利
^
 

女
正
|
£化

ん

、
，
入

爲

的
_

令

通
.1
:
て
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
體
制
を
絕
釾
的
な
も
の
と 

し
て
擁
護
•
存
續
し
よ
ぅ
.と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
古
典
學
派
が
ー
切
の
_
 

亂
的
要
素
.

=

外

か

政

策

を
I

し
t
も
と
で
、
經
濟
諸
關
係
を
客
觀
的
に 

へ
考
察
し
て
い
：ベ
の
に
對
し
、
ミ
ル
は
：.

「

私
有
財
谨
制
を
顚
覆
せ
ず
に
こ
れ
を
改 

良

し

、
，
こ

の

制

度
0:
:恩
惠
を
社
會
の
全
員
に
じ
ゆ
ぅ
ぶ
ん
わ
か
つ
こ
と

」

を
も
つ 

'て
、
，
經
濟
學
者
の

「

お
も
な
る
目
標」

.と
す
る
の
で
あ-O
I
だ
。
ハ

「

財
鹿」

の
歡
,
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.
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1
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が
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i
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譯
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0
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. 
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■

.

.

.

.

. 

.

.

.
•
-
•
• 

+ 

と
こ
ろ
で
以
上
の
ご.と
き
資
本
主
懂
握
の
特
徵
は
生
產
論
、，：分
配
論
、

'
價

； 

値

(

交
換)

論
と
い
ぅ
：

『

原
理』

の
構
成
內
容
に%■
明
瞭
に
ぅ
.か
於
わ
れ
る
。

ま
ず
生
鸾
の
法
則
はr
:A
の
意
の
ま
ま
に
左
右
さ
れる
と

い
っ
た
と

こ

ろ
が
い 

さ
さ
か
も
な
いj

「

物
理
的
眞
理
の
性
質

」

.，：を

も

，っ

て

い

る

.の

.に
反
し
、
分
配 

は
.「 i

ら
入
爲
の
制
度
の
間
題
で
あ
り

」

、'「

人

間

の

罾

み

次

第

に

て

…

：
.
異

な

H
四

：
 

' (

1
0六
.

)

.

.

.

 

'
.

(

註
1
> 
.

.

' 

. 

.

.

.
,

.

.

:

权
得
る
：

j;

點
ヤ
、：.兩
考
は
區
別
さ
れ
る
。
：
そ
し
て
價
値
め
關
係
す
る
の
は
分
配 

一: 0
へ
み.で

あ

り

、
：し
か
4
;
1
-
康
激
ぼ
だ
：は
貨
猶
の
|

ぼ
分
配
の
作
用
を
變
更 

ぺ
し
方
い
が
ら
、へ
價
値
論
拟
生
產>,
:
*分
@3
>
の
考
察

の

^

£

は

じ

め

て

取

上

げ

ら

れ 

'
る
:;
.°:こ

こ

東

本>>
て
價
5
^
1は

單

な

る

交

換

比

率

：の

間

題

に

墮

し

、
生

產

，
分 

.:

@3
關

係

を

分̂

^

基

礎

土

し̂
の
價
1

固
有
の
意
義
は
全
く
失
わ
れ
て
し 

:

:.
t
'l>
め
.內
^

&
に
は
生
產
費
說
へ
：と
移
っ
て
い
く
。
他
方
生
產
論
で
は
資
本
は 

:
.

單
に
；

「

生
售
ね
供
せ
ら
る
乂'.
%
.の
.

」

と
し
て
、.資
本
制
生
產
は
物
的
生
產
諸
耍. 

*

の
結
合
■.と
し
て
、
把
え
ら
れ
、:■
生

產

諸

要

素

の

增

減

，や

生

產

の

發

展

を

規

定 

す
る
諸
條
件
が.
^
術̂

的

*
素
材
的
に
の
み
双_

わ
れ
る
。.
ま
た
殳
|3
罾
で 

ノ
は
、
分
配
が
生
產
か
ら.「

亂

暴

祀

：ひ

き

は

な
.1
—
^

た̂
ぅ
え
で
、
專

ら「

人
間 

'
の
意
志
に
依
存■

«_
_
點
が
强
調
さ
れ
る0
ノ
■

:'

從

0
て

、
、
、
ル
.の
古
典
學
派
批
判
は
、
分
配
法
則
を
生
^
!法
則
と
同
一
視
し
、：
 

-'
■
前
者
％
後
者
と
と
も
に-^
自
然
界
の
必
然
性
に
基
く
；
^

」

と
し
た
面
に
の
か. 

.
む
け
ら
れ
る
。.し

か

し「

分
配
の
し
く
み
は
ま
つ
た
く
生
產
の
し
く
み
に
よ
つ

-
- 
i

s

 

V 
.へ

.

(

註
8
> 

* 

. 

<

註
9)

:.
■
'

て
規
定
さ
れ
て
い
る

」

以
上
、
分
配
諸
關
係
を
！

「

本
能
的
に」

せ
よ——

 

生
產
諸
關
係
に
よ
っ
て
固
定
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
し
た
點
で
は
、
古
典
學
派
は 

む
し
ろ
海
し
か
つ
た
の
で
あ
り
、
問
題
は
分
配
關
顧
を
も
規
定
づ
け
て
い
る
生 

.
.

產
關
係
が
獨
自
的'.
-
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
か
つ
た
點
に
.あ 

る
。
：
た

が

ミ

ル

は

こ

.の
生
產

.
=分

配

關

係

の

歴

史

的

特

質

に

っ

.い

て

は

全

く

無 

頓
着
で
あ
る
ば
か
り
か
、
分
«
と
生
產
の
結
び
っ
き
を
無
視
し
、

「

^
意
的
と 

考
え
ら
れ
た
分
酚
論
に
經
濟
學
の
作
り
か
え
の
工
夫
を
集
中

」

.
し
て
ハ|
<1
0
。

'.

こ
こ
に
；お
い.て
，資
本
制
生
產
の
內
部
的
諸
關
#
を
_

^

然
的
關
係
と
し
て 

で
は
声
れ——
人
間
の
意
識
か
ら
獨
立
し
た
客
觀
的
な
も
の
と
し
て
究
明
す
る 

古
典
學
派
の
科
學
性
は
沒
却
さ
れ
、
.
經
濟
學
は「

人
間
進
步
の
一
般i
L-
1
1

)
——

社
會
哲
學
へ
め'つ
な
が
，̂

を
ふ
か
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ぢ
な
み
に

『

原
理』

.
 

に
は
：

「

瓧
會
哲
學
へ
.爲

せ

る

瞟

用

」
：

と
..い
ぅ
副
題
が
っ
け
ら
れ
、:.
ご
の
分
配
領 

域
.へ
：.の
人
間
的
要
素
の
導
入
こ
そ
は
ミ
ル
が
誇
る新
し
さ
に
枒
か
な
ら
な
か
っ 

た
。

こ
こ
に
は
私
有
制
の
矛
盾
を
體
制
"
生
產
關
係
の
變
革
な

し
.に
、

V

人
間
進 

步
に
よ
っ
て
緩
和
し
て
い
こ
ぅ
ど
す
る
社
會
改
良
‘の
立
場
が
賞
如
れ$
い
る
の
.'
 

■を
明
瞭
に
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。
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茂
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狀
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ヵ
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ミ
ル
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れ
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る
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⑷
九
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正
を
通 

:1
:
.て
^
瓞
調
.和
を
；は
か
ら
ん
.と
す
る
點
に
あ
る
。

^

芦

；P

•へ

嘗

'
:譯

⑵

七

頁

：0
.
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o
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譯
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八
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二
八
，七
I

ニ
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頁
。

一
，

-'vlrl

',
ミ
^

■■
さ
て
夕
姐
土
の
ど
と
き
基
本
的
立
場
が
ミ
ル
の
-^
賃
勞
働」

to
題
の
分
析
を 

.い
か
：に
規
定
，つ
け
た
が
を
み
义
の
が
當
節
の
課
題
で
あ
る
が
、
。
そ
の
際
ま
ず
指 

' a
K
て
お
|
ね
ば
な
ら
な
1:
'
;の
は
、；

彼
が
資
本
制
ヰ
產
を
生
產
諸
要
素
の
單
な 

.る
結
合
と
し
て
把
え
、■.生
產
過
程
に
■お
け
る
勞
資
の
支
配

=

從
屬
關
孫
を
全
く 

' #
閑
視4

た
■點
.で
あ
.る
。.無

制

限

：に

剩

餘

價

値

を

も

と

：め

る

資

本

に

よ

る

勞

働 

の
：支

配n
强
制
こ
そ
は
、

V

當
時
勞
資
間
の.一
大
爭
點
と
しH

十
時
間
法
をは
じ

'. 

め

と

ず

る

エ

場

法

間

題

を

ぅ

，み
，だ

1.
た

の

で

は

あ

る

が

、

か
.か

る

問

題

の

所

在 

は
ミ
ル
の
：理
解
す
る
と
と
ろ.で
は
な
い
。'
ハ
古
典
學
派
と
共
通
せ
る
限
界
。
V 

一

：

從
つ
ヤ
，

「

•«
勞
働
,-
;
問

題

は

、

.
派

と

伺

様

に

 >

 
.

專
ら
分
配
問
題
と
し 

て
の
み
提
起
さ
れ
る
が
 

>
;そ
の
場
合
リ
ガ
ー
ド.が
投
下
勞
f

p

説
、.

價
値
分
■'
. 

解
說
の
ぅ
え
に
分
配
論
を
設
定
す
る’こ
と
^

よ
づ
て
、
“

^

諸
階
級
：

へ
：.

の
分
配
諸
關
J
を
分
配
論
の
逢
題̂

し

で

^

^

つ

ね

に

利

潤

と

の
 

對
抗
關
係
で
.把
え
^
:

(

|
<:
2

の
に
反
し
、\.
分
配
.論
を
價
値
論
か
ぢ
分
離
した
ミ

ル 

;で
ー
は
、.賃

銀

故

勞

働

生

！

^

や

そ

の

控

除

部

分

=

利
潤
と
の
關
聯
.で
ば
把え
ら 

れ
ず
、
ハ
賃
銀
基
金
と
：勞
働
者
敫
の
關
係
っ
ま
り

一
人
！̂

か
斯
酬
か
* '
办
力
い
；
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一
0
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-
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■
ぐ

.

.■.
•
1
1
1
由
#

會

灘

鉢

、
驗

界

十

卷

：

:-
>

第
^

:
:

さ
の
み
が
考
察
の
對
象
と
な
る
。

、
導

に

ま

た̂'
.ル
攧
::
#

の
-!
分
配J

論

の

籍

か
6
も
賢
飯
か
析
は:^
ヵ
4
 

:: 

.ド
の
そ
れ
と
1
大
き
な
相
違
ト%

.0
と
と
に
な
る
が-'
そ
'の
§
.

は
本
節
の
展
：

.:
•

.

.開
で
明
ら
：が
と
な
ろ
5:
:。ハ-

:
■
.
:
.■
:

VK 
O
K
O
^
時
間.
短
縮
は'「

私
だ
嘗
：て：
；
：
，
：
> 

..
'

必
要

と

さ
れ
た
る
；と
と
：も
な
く

」

、
m
狀
で
は「

迚
も
之
を
推
薦
.で
き
ない」

• 

Q. s
，

M
P
..,
pr
inc
ip
les
:̂p.

(o,
6
4.
譯
(5
)

-

第
五
版
'.

V
,:
,

六
：：】

j
.:t
>と
い
；わ
れ
、
：
：か
働
保
護
は
幼
少
者
の
.ん
に
.認
め
ら
れ
る
.-
>
'
0
1
2:
<
1*«
.
'.
. 

B
o
o
k

 

V,. c
h
a
p
,

 

X
I
,

物9
.
)

が
、
い
ず
れ
も
第
丑
.輝
で
.の
簡
單
な
言
及
.. 

に
.す
ぎ
な
い
。
.

S
3 : 

V
 办
、

—

ド
に.
つ
..い
.̂
の
：观
槁
、̂
.
1
,
|

—
1「
頁

:'
0
'

.

「

'
:

'
;
.

:
ま
ず
第
一
一
篇
の
：，勞

賃

"の
分
析
は
有
名
な
基
金
説
の
定
式
に
.ょ
つ
て
は
じ
め
ら

;

. 

れ

る

。

「

勞

賃

は

主

，と
.し
，
て;"
|
^
.の

需

耍

と

供̂:
と
.に
ょ
つ.：て

定

ま

る

ご
^

^

^

; 

な

わ

ち「

雇
嫌
勞
働
者
の
人
數.

J

と
；、
-,
流

動

資

本

」

；
の
：：
ぅ

ち

「

勞

働

を

'
直

接 

ノ
購
久
す
る
：に

費

さ

X
M

部
分」

.と
の
比
率
に
ょ
つV

定
ま
る
。
：
こ
れ
に
辟
實
際.

上
：は「

不
生
產
的
勞
働
者」

と
彼
等
に
支
拂
わ
れ
る

「

資
財
1-
がV

わわるが、

.：

 

,「

輕

少」

の
：
た

め

一：：

膘
.「

無

視」

さ

れ

ぅ

る

。
一
從
，つ

て

「

勞

賃(

も
ち
ろ
ん
一 

般
の
.率
を
指
す)

'は
：、
勞
働
者
を
傭
ふ
に
用
ひ
ら
る\基
金
の
總
額
の
增
加
す'': 

る
か
、
ま
た
ば
傭
は
れ
ん
た
め
：の
競
爭
者
の
減
少
ず
る
か

.で
な
い
限
り
、
決
乙
ー■'
. 

て
騰
貴
す
る
も.の
'で
.は
な
い
。

J
.
A

い

-.パ
 

C

.

:

.

.

,

.

:

•.
.
'■
:
,
.ハ
.

'

.と
こ
ろ
で
こ
の
需
給
：の
比
率
ば' 
高
度
の
蓄
積
欲
ど
無
限
の
未
务
有
地
を
も.- 

つ
漸
植
民
地
や
、
產
檠
革
命
の
飛_
的
發
展
期
等
、.

「

極
め
て
特
殊
な
る
場
合

」

三
六
.ン
 

' (

l
o
A.

)
：

以
外
は
、_勞
働
者
側
に
不
利
で
あ
身
け
だ
し
產
業
技
術
、
蓄
積
欲
、
豐
饒
な 

,,

未
耕
地
等
、
：
資
本
增
加
の
た
め
の
必
要
條
件
支

「

悉
く
具
ベ
て
ゐ
る
や
ぅ
な
國 

ン
は
ご
く
少
な.い」

：.の
.に
反
1
、
人
{1
1
は
適
當
な
比
$

上
に
增
加
す
る
頃
向
を.

: 

%
:
っ
.：か
らf

あ
る
。.：
そ

れ

故

種

；
々
.の
救
濟
を
K -
み

て
%■
、
人

口

抑

制

が

行

わ

れ 

パ
海
ぃ
划
土
、
必
ず
暴
關
係
は
悪
化
し
、
賃
銀
は
再
度
低
下
せ
ざ
る
を
え

^

TOV
J 

:
;
:以

上

：
の
：ど

と

ぺ

、
、
、
ル

賃

銀

論

<0
理
論
構
造
は
茔
極
單
純
な
も
：の
で
あ
る
が
、
；

:
.

こ
4

で
；

w

ず

注

意

す

ベ

；
き

と

と

は

、

そ

.の
對
象
が
現
象
阶
か
市
歡
賃
銀
に
限
定
：
 

へ
 
'

さ

れ

て

い

；る

猶

で

あ

る

0

,

も
.

，つ：と
も
勞
働
の
市
場
價
紙
を
自
然
價
格
か
ら
の
一
' 

:時
.的
骓
離
--
>
:
'み
る
话
典
學
派
の
生
存
費
說.で
は
、
'
賃
銀
の
現
實
的
な
變
動
機
構 

:
の
分
析
ガ
輕
視
.ざ
れ
て
い
.た
：，
か
，
ら

、

こ
，れ
を
^

上

げる
こ
，と
.自

體

，
に

は

.
批

判

的
 

■'
■'意
慕
が
.あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
間
題
は.こ
の
過
程
で
勞
働
の
自
然[1
格
規
定
が 

.
放
棄
さ
れ
、
需
給
が
一
致
し
た
場
合
に
賃
銀
を
規
制
す
る
法
則
の
，分
析

f

賃 

:

銀
の
本
質
論
^
-
^
.
.
へ
の
途
が
全
く
と
ざ
さ
れ
た
こ.と
に
あ
る
。(

生
存
費
說
は. 

本
質
論
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
自
然
價
格
規
定
の
な
か
に
そ
：の
手 

が
か
り
を
あ
た
え
て
い
た-

.-

.

)

 

. 

'
:

'

:

,
:
.
し
.か
1>
.
こ
-の
點
^

1
應
度
外
視
し
、
市
揚
賃
銀
の
分
析
に.が
ぎ
っ
て
み
て
も
、

:

ミ
ル
の
分
沂
は
き
わ
め
て
不
充
分
で
あ
る
タ
市
場
賃
銀
の
變
動
糧
を
解
明
す

' 

る
點
に
ヽ
生
|

^
說
に
か
わ
0
て
需
給
説
の
二
種
た
る
基
金
說
が
現
わ
れ
て
く 

:'
?
»理
：曲

が
'&
っ
だ
と
す
れ
ば
、
前
者
が
輕
視
^
た
需
耍
面
の
分
析
を
ふ
か
め
る 

.
こ
と
こ
そ
が
ミ
ル
め
課
題
で
.あ
：っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、"
賃
銀
論
で
は
專
ら
供
給 

..
=
人
0
め
過
剩
-
>低
賃
銀
;>
1
_い

ぅ

面

の

：
み

が

强

調

さ

，
れ

、

需

要

=

基

金

の

內

容
 

.
や
そ
の
變
働
の
規
定
因
は
殆
ん
.ど
分
祈
さ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
.の
點
は
第
一
篇 

■の
資
本
分
析
か.ら
し
.て
も
充
分
な
解
答
を
ぇ
ら
れ
な
ぃ
。

：

_ 

:

 

:
ま
ず
總
資
本
量
.が
ー
.定
：で
ぁ
っ
て
も
、
：資
本
構
成
ゃ
勞
働
時
間
.-
勞
働
强
度

(

一
人
當
り
勞
働
支
出
量

)

め
變
化
に
よ0

て 
> 
同 

ー
©

の
總
資
本
.が
'支
«
す
る 

勞
働
者
數
は
大
い
に
異
な
る
し
、
；
さ
ら
に
ま
'た

.一
人
當
り
賃
銀
の
高
に
よ
っ
て 

同
一
勞
働
者
數
の
雇
用
に
必
要
な
勞
賃
基
金
額
が
變
化
す
る
が
、

.か
か
る
諸
事
'. 

情
は
全
く
等
閑
視
さ
れ
て.い
.谷
。
も
っ
と
も
生
產
改
良
に
よ
る
固
定
資
本
：の
相
. 

對
的
增
加
は
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
實
際
上
流
動
資
本
の
絕
對
的
減
少
を
意

' 

味
し
な
い
う
え
に
、
改
良
に.は
利
潤
增
大
i

畜
積
促
進丨>

流
動
資
本
增
加
が
伴. 

.ほ
び
考
え
ら
れ
た
た
め
、
.，豸
.一
篇
で
は
蓄
積4
雇
用
增
加
，丨>勞
饊
階
級
の
富
裕- 

(

|
'»
と
い
う
ス
ミ
ス
以
來
の
系
列
が

——

上
述
の
諸
事
情
の
考
察
な
し
に
、
素
一 

朴
に
I

繼
承
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
勞
猶
需
要
：の
增
加
は
資
本
蓄
積
と
の
關 

i
l
i
'
i

な
ん
ら
の
制
約
を
う
け
な
い.

(

失
業
埋
謫
の
未
確£

の
で
.あ

1 0
* ' 

收
獲
遞
滅
法
則
の
み
が
需
要.に
對
し
阻
止
的
作
用
を
お
よ
ぼ
す
：こ
と
^

^
る
。 

と
こ
ろ
が
ミ
ル
は
勞
働
：に
狡
下
さ
れ
る
流
動
資
本
を
あ
る
時
は
貨
幣
資
本
と
し

. 

て
、
あ
る
時
は
生
活
資
料
と
く.に
i

i f
し
て
把
え
て
い
る
た
め
、
勞
賃
基
金 

の
固
定
性
や
、
，收
權
遞
滅
法
則
に
よ
る
そ
の
增
加
の
制
限
の
意
妹
自
體
も
必
ず

.' 

し
も
明
瞭
で
は
な
い"
前
者
の
把
握
に
お
い
て'は
、.
基
^

の
固
定
性
は
資
本
構'
: 

成
を
不
變
と
す
る
一
定
の
資
求
投
下
期
間
中
办
^
と
^
あ
^

、'

收

獲

遞

減

：の
影 

.響
は
穀
價
騰
貴—> 
賃
銀
費
用
%

加
丨
> 
利
潤
率
下
落
.i
蓄
積
減
退
ル
賃
銀
基
金
減 

.

少
.と
'

い
う
過
程
を
へ
て
現
わ
れ
搞
犯
、
後
者
で
は
基
金
ぱ
社
會
の
！̂

生
產
量 

に
よ
っ
て
I

従
っ
て〗「

一

——

固
定
さ
れ
、
，そ
の
增
加
は
收
獲
遞 

.減
に
よ
っ
て
を
接
的
に
製
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

」

'

し
か
し
賃
銀
調
で
は
、
か
.
か
る
肝
心
め®
は
全
く
曖
昧
に
さ
れ
た
ま
ま
で
、
需. 

給
關
係
が
勞
働
者
に
ぶ
っ
で
不
利
で
あ
.
る
と.
い
う
事
情.X

經

驗

的

事

實

)

.^
、 

專
ら
供
給=

人
口
の
過
剰
が
：ら
說
明
さ
れ
て
.
い
VO.
,

そ
れ
故
ミ
：ル
は
理
論
體
系
ヘ 

と
レ
て
は
基
金
說
を
と»;-
^
が
ら
も
"
實
際
上
の
分
析
で
：は'«
銀

が

人

：ロ

法

則

古

;̂
學

派

め

：

崩

壤

と

.「

賃

勞

働

-

分̂

析

泠

轉

換

.

,に
よ
っ
て
た
え
ず「

事
實
上
：の
最
低
限̂1」

に
i

す
る
點
を
M
調
し
、「

勞 

.賃
を
定
む
石
と
こ
ろ
の
も
め
は
、#

_者
の
固
守
し
こ.れ
以
下
に
て
は
勞

PI9) 

增
殖
せ
ず
て
ふ命

！
！

阶

办

沿

で

％
^

と
ぃ
ぅ
賃
銀
鐵
則
の
ご
と
き
主
張 

'.
を
が
^

い̂
た
る
办
で
あ
る
。
:

'

:

，
以

上

の

ご
と
</
£ -

ル
，，の
賃
銀
分
析
に
は
基
金
說と
し
て
の

理

論

的
誤
！
！

よ
り 

.

以
前
.の
缺
陷
、

っ
ま
り
供
給
面
の
ー
面
的
重
鼢
に
よ
る
理
論
展
開
の
不
充
分
さ 

が
め
だ
っ
て
い
る
が
、,'
'■こ
こ
セ
は
從
來
行
わ
れ
て
き
た
よ
ぅ
な
そ
の
論
理
的
詮 

索
よ
り
も
、
か
か
る
缺
陷
が
彼
の
賃
銀
論
の
い
か
な
る
か
ら
生
じ
た
の
か 

と
い
ぅ
點
を
、
彼
の
政
策
論
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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濟
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史
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=
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じ
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1
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あ
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現
實
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ロ
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剩
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く
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に
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農
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偏
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入

勞
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觸
1
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贤
則
ぶ
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組
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に
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等
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敗
く
指
摘
す̂

し
か
じ
^

^
>
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ぃ
：ず
れ
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勒

岭
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、
間
的
；、'
1觀
的
觖
陷
ぉ
片
タ
把
ら
れ
、
：；：
0
れ
：は
た
.だ
ち
に
公
：國
民
敎
育
の
普 

-及

に

、

と

づ

く

篇

の

掘

舊

等

と

出

來

良

拂

い

雙

；に
：ょ

を

で

解

決

^
夂
}
: 

.
と
い
ぅ
政
策
的
主
張
に
っ̂
尨
^

て
ー
ぃ
ぢ̂
出

來

高

割

左
’は

-^
轵
ら
吹
る
士
' 

事
に
於
て…

I 

•
勤

勞

ど

報

酬

：と

私

相

應

せ

し

：む

?>
.主

赣

を

齡

度̂
» ;
鮮

す
る
も 

の
、で
跳«0」

、
ヒ

れ

に̂

對
ず
る
勞
顧
者
ゆ2

義
公
平
を
_

灰
も
の
-
と
非 

.

.難
さ
れ
る
。(

出
来
高
制
^:
#

働
を
强
化
す
る
最
も̂

^
餘
阶
M ;
銀
形
態
と
みV

、る
マ
'ル
ク
ス
'
 AJ;

の
相
違
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等
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進

し

、
偷

方
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制

_
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っ
て
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分
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實
現
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と-
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ご
こ
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努
カ
ど
報
剩
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比
例
す
る
.
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有
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蓄
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ま
で
：ミ
ル
を
貫
く
大
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あ
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四
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S
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ル
の
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義
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遺
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h
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t
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r
s
o
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 soaalism 
.を
队
心 

ぃ
と
し
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，
と

こ

ろ

で'ミ
ル
f

の
資
本
主
義
把
摒
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
目
的
意
識
は
ひ 

と
り
賃
銀
論
の
み
な
ら
ず
、
勞
働
組
合
觀
を
も
ま
た
規
定
し、
.特
徵
ゴ
ナ
て
い

ヮ
た
。
，
.

-

:

.

.'

.

,

.

,

基
金
說
論
者
が
組
合
無
用
論
に
い
た
る
ひ
は
論
理
'的
必
然
で

あ
り
、
ミ
ル
も 

『

原
理』

初
版
で
は
、'
勞
働
者
がr

需
給
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
率
.

…

：
以
上
に 

ョ
リ
高
い
賃
銀
を
實
際
に
獲
得
す
る
の
を
.目
的
.と
す
る
な
ら
ば
、
.そ
れ
は
た
だ 

皴
等
の
人
數
の
一
部
を
永
久
に
失
業
さ
せ
る
こ
と
に
よ
.っ
て
の
み
實
現
さ
れ 

と

の

べ

.
て

い
.た
が
、
：
そ
の
後
組
合
運
動
の
實
態
を
研
究
す
る
過
程
で

 
>
.
多 

く
の
改
訂
•
補
足
を
な
し
、
組
合
容
認
の
傾
向
を
強
め
る
に
い
た
っ
た
。
'

.

T

ま
ず
賃
銀
の「

相
場
は
自
動
的
に
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
同
志
.の
取 

外
か
紗
於
で
あ
り」

、
取
引
力
め
弱
い
勞
働
者
は

「

勞
働
の
：需
要
に
'相
靡
し
た 

額
の
勞
賃」

を
ぅ
る
た
め
に
も「

組
織
的
協
力」

を
要
す
る
こ
と
や
、
繁
榮
期' 

で
は
ス
■ト
ラ
イ
キ
が
利
洞
の
分
與
を
可
能
に
す
_る
こ
と
^
、
.
い
わ
ゆ
る
氧
カ
說 

的
見
解
が
<:
わ

ぇ

ら

れ

た

。
：
.
し

か

じ

こ
こ
で
も
興
味
あ
る
の
は
ミ
ル
の
組
合
べ 

の
，
關

心

や

そ
.の
容
認
が
賃
銀
に.た
い

す
る
組
合
.の
.
か

か

る

經

濟

的

效

果

自

體

に 

よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
點
で
あ
る
。
.ち
な
み
に
以
上
の
勢
力
說
的
見
解
と

基 

金
說
と
の
理
論
的
關
聯
は
な
ん.ら
绝
明
さ
れ
ず
、
彼
の
注
目
は
む
し.ろ
っ
ぎ
‘の 

點
に
む
け
ら
れ
て
い
た
。.

す
な
わ
ち
、_
結
禁
止
法
は
：

「

法
律
こ
そ
«-
-
に
勞
賃
を
低
む'る
.も
の」

と
考
一
 

え
さ
せ
る
點
で
有
害
で
あ
る
の.に
反
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
罾㈣
は

「

勞
費
と
勞 

働
：の.
'需
要
供
給
と
の
關
係

」

を

亲

す
か

ら

、

「

こ
の
教
訓
を
妨
害
し
な
いとい
 

.

.ぅ

.こ
と
.
-そ
最
%-
大
：切
な
こ
.と」

.で
'あ
.る
.
0
.
.
ま
た
繁
纸
期
.の
，、ス
ト
ヲ
イ
キ
'
に
.よ 

名
賃
上
げ
が「

豸
ff
l」

と
認
め
ら
れ
た.■の
ぼ
、
^

技
が
'
.
^
資
の
關
係
の
根
本 

_

03
(

>

1

?

^
公
正
分
@3
を
促
す
と
い
ぅ
意
味̂
お
い
も
で
あ
り
、
#

方
勞
働
考 

間
の
；公
正
分
配
を
促
進
す
る
と
い
ぅ
點
か
ら
フ
&

來
高
制
を
と
る(

傲
同
}
組
. 

合
が
推
獎
さ
城M
。
'
し
か
も
か
が
る
組
合
活
動
は
、
^

の

鋼

擀

で

勞

資

兩

者

：に 

,'
■「

公
共
糈
祌
、
寬
太
な
る
感
情
、，
'本
允
は
本
當
办■
義
、
平
等
1-
-
を
#

^
す
る
'

.

:
■'
:
古
典
學
派
办
崩
壞

>
-1
賃
勞

S

分
析
の
轉
換

.'

V
:
.
"

■'
:
: こ

と
に
よ
つ
て
，
勞
資
の
關
係
を
し
だ
い
に
'「
勞
働
者
と
資
本
家
と
の
組
合

」

、 

さ
ら
に
は「

勞
働
者
自
身
の
組
合

」

.(

協
同
粗
合)
へ
と
^

M
さ
せ
、
不
勞
分 

配
階
級
の
消
失
、
生
產
者
の
生
產
意
欲
の
增
加
を
通
じ
、
莫
大
な

「

物
的
利
益」 

.
'と
ど
も
に
、「

社
會
；の
道
德
上
の
革
命」

に
も
と
づ
く
_「

勞
資
.の
間
の
不
和
の 

救
治」

を
な
ず
.に
.气5

紀
.と
：.者
え
ら
れ
、
.か
か
る
方
向
に
お
ぃ
て
組
合
が
容 

認

•
推
獎
さ
.れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
組
合
や
ス
ト
.へ
の
參
加
を「
罾
迫 

ま
た
は
暴
力
を
以
て
強
制
す
る
が
如.き
行
爲J

や
、「

八̂

命
に
實
際そ
む

く

や 

ぅ
な
目
的」

.

——

出
来
高
制
反
對
:•
不
況
期
で
0

ス
ト
等——

1
10
^

重
な
る 

刑
罰
を
.こ
れ
に
加
ふ
べ
き」

.も
©
と
し
て
、'き
び
し
く
拒
否
さ
か
る
。

.

.賃
銀
と
需
給
と
の
關
係n
人
口
過
剩
に
よ
る
低
賃
銀
、
を
自
覺
さ
せ
、
出
來
高 

制
ち
繁
榮
期
.の
利
潤
分
與
を
通
じ
て
公
正
分
配
と
勞
資
間
の
融
和
を
j
す
と
い
 

.ぅ
意
味
に
於
て
：の
組
合
の
容
認
。
さ
ら
に
ま
た
勞
資
_
係
を「

自
然
的
な
道
行」 

に
よ
っ
て
解
消
し
て
い.く

協

同

組

合

的

方

向

：に

お

い

て
の
組
合
の
容
認
。
この 

か
羑
り
で
ぼ
組
合
活
動
が
ミ
ル.の

-1
理
想
的
の
私
有
制1_
を
^
害
し
な
い
ば
.か 

•り
.か
、
；却
つ
て
そ
の
實
現
を
促
進
オ
る
と
考
え
ら
れ
る
は
當
然
で
あ
ろ
ぅ
。

マ
ミ
ル
が
f

論
女
改
訂
、へ
加
筆
し
て
い
っ
た
'頃
、
'
チ
ャ
I
チ
ズ
ム
は
'崩
壊 

.
し
、
イ
ギ
リ
ス
勞
働
組
合
は

)

黄
金
時
代.
を.
背
賢
と
し
て.
し
だ
'い
に
經
濟
主
義 

‘的
:*
'
相
互
扶
助
的
傾
向.へ.
と
轉
換
し
0.
っ
あ
っ
た
。
.
ミ
ル
め
組
合
容
認
は
か
.か 

る
現
實
に
そ
メ
し
で
ふ
が
め
ら
れ
た
の
，で
：あ
'る
が
、':
ぞ
れ
は
ま
た
當
時
の
改
與 

至
義
的
轉
換
を
理
論
的
に
：正
當
化
じV革
命
的
方
向
を.
.

お
さ
え
な
が
ら
®

向 

:を
：1
層
助
長
し
よ}
と
1>
ぅ
意
味.
を
も
つ
て.
い
た
の
で
あ
る
。
こ
ご
に
朝
期
の 

基金說；

頭迷な組合無用

&

異
な
る
之
こ
ろ.
の.
，'ク
ル
の
：組
合
容
認 

J1.

の
！̂
1
性
と
歷
史
的
役
割
を1
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
點
は
從
来
と

.
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ミ
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要

な

か

ぎ

り

.で

言

及

し 

て
お
き
た
い
。
衆
知
5
1
と

ぐ

、
、
、
ル
：
は

六

九

年

ぺ

親

友

ゾ

|
ン
ト
ン
の1
^
を
ノ 

う
け
い
れ
、
蕋
金
說
を
；つ
ぎ
の
よ
う
に
改
說
し
た

。',
:
::
,

.

_

資
本
家
は
蓄
積
さ
れ
たM

"
潜
在
的
き
本
が
ら
自B
の
私
的
支
出
部
分
へ 

を
と.
り
の
ぞ
き
、
殘
り
を
資
本
と
し
て
投
下
す
る
の
で
あ
る
か
ら
：、

.'
機
械
、.
：#' 

料
部
分
を
一
定
と
す
る
と
、V資
本
家
の
：；？

亥
出
と

.
勞
働
基
金
は
：反
比
例
す 

る
。：
從
っ
て「

企
業
を
遂
行
す
る
だ
め
.に
資
本
家
が
投
下
し
よ
う
と
す
る
基
金
ゾ 

の
み
な
ら
ず
、

r

彼
等
が
生
活
必
需
品
を
こ
え
て
私
的
支
出
の
た
め
に
.貯
え
る
都

.

四 
ニ
ノ .

(

一
 

：

一

四)

:
•.
分
全
體
を
吸
收
す
る
よ
う
な
點
ま
で
、
賃
銀
が
騰
貴
オ
る
の
を
先
天
的
に
不
可

.

.能
と
す
る
自
然
法
則
は
存
在
し
な
い
。
騰
貴
の
眞
の
f

は
ど
れ
だ
け
の
騰
貴

.,
が
彼
を
破
滅
さ
せ
、
.ま
た
は
仕
事
を
放
棄
さ
せ
る
か
と
い
う
實
際
的
考
慮
に
あ

:

り
.、
賃
銀
基
金
の
峻
嚴
な
賢
に
あ.る
の
.で
：は
へ
な

i
。」

こ
こ
に
お
い
.て
、

賃

f

 )

'
銀
が
：：.

「

資
本
家
の
私
的
茭
出
か
ら
と
り
だ
さ
れ
る

」

可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
と 

'
と
も
に
、
、
基
金
の
固
定
性
は
杏
定
さ
れ
、
.こ
れ
と
對
應
し
て
組
合
の
賃
上
げ
双 

果
が
容
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
：た0
 

:

.

.

,

“
し
か
し.
こ
こ
で
も
な
：お
、
，
改
說
の
基
軸
で
お
る
は
ず
の
貴
銀
の
利
激
へ
の
く 

い
こ-
み
は
、
單
■に
そ
の
可
能
胜
が
認
め
ぃ
ら
れ
る
に
と
ど
史
り
、
：
そ

.
の
實
現
上
：の 

諸
困
難
'や
資
本
家
の..「

實
際
的
考
慮J.

は
分
析
さ
れ
な
か
つ
た
し
、
さ
ら
に
重 

.
要
な
難
點
が
め£_
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
は
資
本
家
の

「

%

幣

仉 

宇

段
-1-
が
對
象
と
な
り、' そ
の
分
割
比
率
の
變
動
か
ら
賃
銀
基
金
の
可
動
性
が 

認
め.
ら
れ
た
：
.
の
で
あ
る
が
、
.い
ま
一
つ
の
基
金
と
い
う
立
場
や
そ
れ
と 

''
'
關

聯

し

た

：
基
'金
の
茼
定
觀
に.
つ.
い
て
は
な
ん
ら
：の
反
省
も
な
さ
れ
な
か
1
た
。

.
七
|
年

'
第
七
版
で
の
.，(

前
節
冒
頭
引
用
文
に
對
ず
る

)

改
訂
が
、
.
組
合
は 

:.
..
:「

雇
主
^

^
て
そ
の
.
.利
_

^
割
い
て
.、—'
..般
勞
賃
に
加
へ
：し
む
る
こ
と
も
、
多
务 

.

.は
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
を
な
し
得
べ
.き
彼
ら
の
.力
は
、
ご
く
僅
少 

に
、過

ぎ

な

い

」

と

い

う

瞹

昧

な

も

の
.に

終

り

、
第
一
：

.一
篇
.の

賃

銀

論

は

全

く

改

訂

さ 

れ
な
か
.つ
^

の
は
改
說
の：

か
か
る
理
論
的
不
充
分.さ
に
よ
る
も
の
と'い
え
る
。

.

.さ
ら
に
こ
れ
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
.組
合
の
賃
上
げ
の
可
^
ほ
を
認 

-

め

た

部

分

：に

ひ

ぎ

：つ
峰
き
、

.いまや合の，

1

の

功

罪

は

|

^
>:
'
'
於
 

會
的
義
務
に
つ
いて
の

|
般
的
問
題
と
处
り
、
：.經
濟
學
の
峻
嚴
な
必
義
に

よ
 

つー.て
.
一
：
刀

兩

斷

に

決

定

さ

れ

る

べ

.ぎ
も
の
で
は
なij

:

と
'い

わ

れ

て

い

る

點

で 

ぁ

る
:0
こ
.こ
：
に

は

組

合

行

爲

を

す

”
、
れ

：てf t
會

的

麗

か

ら

®

し
よ
う
と
す

る
菡
本
的
立
場
が
い
ぜ
ん
と
し
て
貫
か
れ
て
い
る
が
、

.：
こ
れ
こ
ぞ
が
改
說
に
お_ 

け
る
理
論
的
檢
討
の
不
宠
分.ざ
を
導
く
主
要
因
で
あ
っ
た
と
思•わ
れ
る
。
：

ニ 

.
か
く
て
ミ
.ル
の
改
說
は
基
金
の
固
定
性
や
：組
合
の
無
效
性
を
明
白
に
'否
定
し 

た
點
で
は
、
學
說
史
上
た
し
か
に
劃
期
的
な
も
の
.で

あ

っ

た

が

、

ミ

ル

_
'
は

谨

金 

說
を
決
し
て
.：

「

彼
の
體
系
的
著
作
が
ち
拒
絕
で
き
な
か
：っ
た

」

1.
、
：
ま

セ

そ

れ 

を

通

じ.て
賃
銀
論
：：
組 

の
基
調
に
批
判
を
む
け
る.こ
.と
も
な
か
づ
た
：と

結. 

.論
づ
け
ら
れ
る
。
：
ミ.ル
の
主
眼
が
基
金.の
固
定
性
や
組
合
の
無
效
性
そ
れ
自
體
. 

を
理
論
的
に
證
明
す
る
こ
と
に
は
な
か
つ
た
こ
と
--
>
ま

た

す

ぐ

れ

て

双

^

的
な 

主
張
や
§

あ
る
組
合
容
認
が
基
金
說
の
定
式'を

一

應

論

理

的

に

前

提

：と

し

.て

. 

い
た
と
じ
て
も
、

；

そ
の
基
礎
は
ょ
り
ふ
か
く
彼
の
改
良
至
義
的
立
場
に
根
ざ
し

_ 

.，て
い
た
こ
と
、
を
幕
え
れ
ば
，
基
金
の
固
定
性
に
對
す
る
き
わ
め
て
粗
雜
な
否 

認
が
た
だ
ち
に
彼
の
賃
銀
や
組
合
：に
.o.
■ぃ
て

の

基

本

的

考

え

を

く

っ

'が

え

す

も 

の
と
な
り
え
丸
か
っ.た

，
の
.
は

む

し

ろ

當
然
：と
い
え
上
ぅ
。
改
訂
をM

的
に
扱 

:

つ
た
理
由
は
て
こ
に
あ
 
>

Q
°
'.

,
.

:

;

.

. 

.

.■

■ 

• 

, 

• 

V 
•

■'
.
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V
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,f
£

l)
w
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T
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H3h
o
m
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n

t<a
l
:
>
o
u
r
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I
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w
r
o
n
oq
f
d
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Claims 

目

P4.Rightf ul 

Dues' 

Its 

Actual 

Present 

and 

Possible F
u
t
u
r
e

."
S

9

.
',

(

能
2)

以
上 J.S. Mill,

こ
>R

e
v
i
e
w

 of T
h
o
r
n
t
o
n

'wL
a
b
o
u
r

^. 

p
.

«o
9
T
3.

■
ハ

.

一
 

S
3
V Ibid., 

p
.<o
9
3
.
;
ぃ
'
'

(

註 

4
:

) 

Ibid., 

p
,«o
9
2
. 

.

'へ
：:：
'
:
、
.

(

胜
5)

;こ
れ
に
っ
い
て
、
'一；國
の
消
費
財
基

.金
を(

實
物)

賃
鄭
■.雇
用
と

;■
關
聯
づ
.け
る
必
要
.性
を
認
め
る
タ
ゥ
シ
ッ
ダ
.は改
說
を
こ
の
商
を
忘
れ
た

、
一

- 

.

.

. 

■

-

.

古
典
學
派
.の
崩
瓌
とT

賃

勞
S

'
分

析

.
の

轉

換,

.

時
的
混
亂
と
み
.

(
K

 

w
.

 . T
a
u
s
s
i
g
,

 

ibid., 
P. ..24S

I
5
0
0
、

ピ
グ 

I 
は 

.，
こ
れ
を
誤
り
と
ず
る
立
場
か
ら
、
.'
改
說
で
こ
の
面
が
■末
解
決
で
ぁ
っ
た
點
を

.
9
- 

i

.

- 

i

o
 

- 

; 

•

:(

M

6)

'.
'
;
J，.'O
Q
.
M
i
l
I
,
.

 

:
F
r
i
n
a
p
l
e
s
^
p
，
： 9
3
4
.

譯
(5
)一：：一.
三 
ニ 
頁

。

.

(

敗
7;)

;
第
.七
.版
序
文
で
抵
こ.
9
.論

爭

は「

有

益」

.
で
ぁ
る
が
、.
そ
の
結
果
を 

' 

, 

經
濟
學
概
論
の
}
部
と
し
て
加
义
ら
る>る
に
は
尙
早
で
ぁ
る

」
と
い
.わ
れ

^

5

0 (Ibid., 

p. 

X
X
X
L

 

.譯
⑴

七

貢

)

.

■

S
.
8) 

J
„
s
.

 

M
i
l
l
,
-
A

 

R
e
v
i
e
w

.-p.

 

9
9
3
,

(

往
9) 

J.S. Nicholson, 

p principles 
0

H»
p
oドs
J
o
a
l
.Wc

o
n
o
m
y

 
パ

i

'
 

p
,售

.

V

.

-驻
10
>

シ
ュ
ン
：
ぺ

ー

タ

ーr

經

濟

學

史

」

中

山
•
東
畑
共
譯
ニ
三
九
頁
。

:

一
八
三
〇
年
來
の
新
局
面
に.ぉ
い
て
、
資
本
主
義
の
矛
盾
は
周
期
的
恐
慌
、

〉

:

勞
働
階
級
の
窮
乏
を
通
じ
て.表
面
化
.し
、
：
こ
れ
と
對
應
し
て
階
級
鬪
爭
は
ま
す 

'.
':ま
す
威
嚇
的
众
諸
形
態
を
と
っ
て.い
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
：て
經
濟
學
は
古
典
學
_ 

;

派
の
自
然
的
•
絕
對
的
秩
序
に
は
入
'り
こ
ま
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
新
事
態
を
な 

ん
ら
か
の
形
で
理
論
化
し
、
と
れ
を
打
開
す
る
方
向
を
明
示
す
る
必
要
に
せ
ま 

ら
れ
た
。
と
の
要
請
に
と
た
え
る
も
の
と
し
て
、
四
八
年
革
命
の
動
亂
の
年
に 

ミ
ル
：の『

原
理』

.
と
マ
ル
ク
ス
.の『

共
產
黨
宣
言』

が
現
わ
れ
る
。
：

■:
■
:.
と
こ)

ろ
.で
そ
の
際
、
、1

主
義
め
體
|
|的

.
歴
史
的
把
握
を
主
軸
と
し
て
古 

典
派
批
判
^
た
ち
む
か
ぅ
マ
ル
；ク
ス'で
.は
.、
新
し
い
經
濟
學
は
歴
史
的
.
獨
自 

的
な
資
本
制
生
產
の
；運
動
法
則
を
究
明
す
る
な
か
で
確
立
さ
れ
て
い
く
の
に
反 

-

.し
、
生
產
を
自
然
的
領
域
と
み
る
ミ

.
'ル
で
は
、
資
本
'•勞
働
等
に
が
ん
す
る
古

四
：三

. <

 

一
一
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.
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.
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^
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^
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m
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す
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:
v 

:
,.
'

.

:__
.ー
ー

」

田

擧

會

雜

認
.-
'
:
.
.
第

五
 

V
ー
典
學
派
の
非
歷
皮
的
ヵ'7
-
.ゴ
$

丨
は
無
批
判
的
に'繼
眾
ざ
れ
た
へ
ま
ま
で
、：--
.
經
：
 

濟̂

學

の

作

り

：か

え

」

.は

任
意̂

ん

み
ぴ.れ
；た
分̂
の
||
*

^
に

お

い

て

、
：
tf
c

--
#

哲
 

■學
と
0
.っ
ゐ
が
り
を
ぷ
か
め
る
方
向
で
、
：行
あ
れ
る
タ
從
っ
て

r
.

ル
ク
ス
：が

階 

:

級

：

g

矛

盾

や

對

立

：の

原

因

を

資

本

制

取

遽

關

4

ぞ
の
：もo '
に
も
と
め
、：

資
本
の. 

運

動

法

則

か

ら

矛

盾

の

：深

化

と

そ

，の

止

揚

=

生
產
體
制
の
變
革
の
.必
然
牲
を
解 

明
ん
て
い
く
0'
に

皮

し

、

、
、，
ル
は
矛
盾
の
拫
一
兀
を
生
產
_と

き

ゥ

離

し

だ

分

配

領 

域

に

お

け.る

人

間

的

ゲ-4
の
と
；
し
、

-

そ
の
解
決
を
人
間
進
步
に
も
と
づ
：く
公
正 

な
分
配
.
社
會
改
良
に
も
と
め
て
い
ぐ0
;

(

こ
れ
.は
、
チ
.
.ャ
ー
チ
.ズ
み
の
崩
壞
* 

四
八
年
革
命
の.
^

：̂の
.後
、
ミ
ル
が
ィ
ギ
リ
ス
の

0

榮
の
な
か
に
勞
塞
調> 

社
會
改
良
の
遨
礎
を
見
出
し
、
龀
會
主
義
か
^-
1

層
遠
ざ
か
り
、
他
方
マ
ル
ク 

■ス
が
周
期
的
恐
慌
の
再
来
と
そ
の
も
と
で
の
革
命
的
昂
揚
.を
確
信
し
.っ
っT

經 

濟
學
批
判」

=
「

資
本
論」

體
系
の
完
成
に
沒
頭
す
る
と
い
う
差
と
な
っ
て
現 

れ
、
こ
の
過
程
で
兩
渚
の
相
違
は
ま
す
ま
す
決
定
的
と
L
る
。)

‘

■

'
生
產
關
係
H
體
制
を
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
、
變
革
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
と 

し

た

う

え

で

、
•
そ

の

粋

內

で

「

報
酬
と
努
力
.と
の
.比

例

する」

八
ム1£
な
分
@3
原 

理
を
實
現
し
、
.
階
級
的
不
平
等
を
除
去
す
る
こ
と——

こ
こ
に
ミ
ル
'の
現*
吣 

課
題
を
解
決
す
る
方
向
が
さ
だ
め
ら
れ
、
こ
の
課
題
意
|

|

*本
的
視
角
は「
員 

勞
働
1-
間
題
の
分
析
を
根
本
的
に.規
定
づ
け
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
生
產
過
程 

に
お
け
る
勞
資
の
支
配H
從
屬
關
係
が
完
全
に
等
閑
視
さ
れ
た
ば
.か
り
で
は
な 

い
。

一
應
銳
く
把
え
ら
れ
た
階
級
的
不
平
等
の
問
題
も
、
人
間
進
步
に
ょ
っ
て 

■t
r
辟
し
て
い
こ
う
と
い
う

改
良
主
義
时

•政
策
的
觀
點
か
ち
の
み
考
'察
さ
れ
た 

た
地
、
そ
れ
ら
と
，資
本
.
生
産
の
運
動
法
則
と
.の
關
聯
に
っ
い
て
は
み
る
べ
き 

理
論
的
究
明
も
さ
れ
ず
に
終
っ
，て
し
ま
つ
た
。
し
が
も
こ
の
過
程
で
、
ミ
ル
は 

一

方
で
は
價
値
、
資
本
、
賃
銀
と
利
潤
の
關
係
、
等
に
か
ん
す
る
リ
カ

ー

ド
理
論

V 

 ̂

V 

© 

:
 

c

r

r

o
 

■

(

.

.を
ム.
應
形
式
的
に
鑣
承
す
る4:
の
：
の
、

勞

機

値

論

の

交

換

論

•
生

襲

説

べ
 

?
の
歪
曲
、
勞
囊
値
論
と
ぎ1
離
0
た

分

配

論

の

展

開

、

'.
:
-
資

本

家

の

努

カ

と

勞 

一

、
讀

め

勞

働

と

：
の

同

：

K

視

、
，
勞

働

((

力)

：'Q

霞

規

定.
の
放
棄
や
相
對
的
賃
銀
. 

:

”V

視
角
の
消
失
、
.
：
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に
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っ
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實
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は

リ
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ふ

く

ま
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禿
意
義
を
っ
ぎ
っ
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と
抹
殺
し
、

.
古
典
學
派
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勞
働
價
値
論
の
崩
壞
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定
的
な
％
の
と.し
允
0
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-
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從

っ
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ル
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明

す
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き
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現

實

の

；な

か
に
.
よ

み

と

っ

た

と 

は
.い
ぇ
、
そ
の
正
し
い
展
開
を
通
じ
て
古
典
學
派
の
超
歴
史
的
資
本
主
義
把
握 

'

と
そ
れ
，に
制
約
^
れ
た
諸
種
の
理
論
的
限
界
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ 

た
ば
：か
り
か
、
あ
や.ま
れ
る：

1
經
濟
學
の
作
り
か
ぇ

」

：.に
よ
っ
て
古
員̂

派
の 
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.も
っ
て
.い
た
科
學
性
を
沒
却
し
て
し
ま
っ
た
。
生
產
の
內
部
的
諸
關
係
を
一

r 

自
然
的
•
絕
對
的
關
係
と
し
て
で
は
あ
れI

人
間
の
意
識
か
ら
獨
立
し
た
客 

.

.

..

觀
的
な
も
の
と
し
て
、
率
直
.に
洞
察
し
よ
ぅ
と
す
る
古
典
學
派
の
科
學
性
に
か 

，.わ
.っ』

て
’、
社
會
改
良
の.た
.
.め
.に
，.--
.
宥
和
す
ベ
.か
ら
ざ
る
も
の
を
宥
和
さ
せ
よ
ぅ 

と
す
S

:
意
圖
.が
^
濟
分
析
の
^

か
に
現
わ
れ
、
こ
こ
に
經
濟
學
の
俗
流
化
が 

.は

.じ
ま
る
と
と
と
な
る
。
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參
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從
來
の
ミ
ル
賃
銀
論
の.研
究
.で
は
、
ミ
ル
は
基
金
說
の
代
表
者
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
某
金
說
や
そ
の
論
理
的
歸
結
で
あ
る
組
合
無
用
論
に

.つ
い
て
の
批
. 

判
が
そ
の
ま
ま
ミ
ル
に
む
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
.つ
た
。

た

し

.か

に

へ

彼

の

基
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説
の
定
式
が
フ
ォ
ー
セ
ッ̂

^
を
通
じ
ヤ
組
合
否
認
の
た
め
に
大
い
に
利
用
さ
. 

れ
た
こ
と
ば
龙
逃
さ
れ
て
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な
ら
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し
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組
合
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論
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一
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紀
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た
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た
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割
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。
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、
し
か
し
蓮
金
戠
の
系|
|で.
は
、'.
'':ミ
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定
式
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だ
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理
論
的
に
：は
殆
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Y
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分
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わ
え
ず
，
彼 

の
1

は
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し
ろ
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の
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な
定
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•
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れ
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。
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